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2024 年 5 月 31 日 

報道関係各位 

CCCMK ホールディングス株式会社 

 

CCC マーケティング総研、2024 年 2月の「産業動向レポート」「産業天気予報」を発表 

～コメの消費はウチからソトへ～ 

 

CCCMK ホールディングス株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 兼 CEO：髙橋誉則）にて、『暮

らす人と共に歩み、共に考えるシンクタンク』をコンセプトとする「CCC マーケティング総合研究所」（以下「CCC マーケテ

ィング総研」）は、2024 年 2 月の「産業動向レポート」および「産業天気予報（https://thinktank.cccbiz.jp/indu

stry-37）を発表いたしました。 

本レポートは、CCCMKHD が V 会員にサービス提供している家計簿アプリ「レシーカ」ユーザー(約 5 万人)のレシートデー

タと、CCC マーケティング総合研究所による全国主要企業へのヒアリング調査に基づき、独自の視点で「食」業態を中

心としたレポートをお届けします。 

 

コメの消費はウチからソトへ 

コメの消費量の減少は歯止めがかからない状況が長く続いています。ピークの 1962 年度から約半世紀に及び減少

の一途をたどっています。96-97 年の主食用米の需要量が年間 944 万トンであったのに対し、22-23 年の需要量は年

間 691 万トンまで落ち込んでいます。約四半世紀で３割近い需要減となっており、“コメ離れ”はさらに進展していると言

えます。コメの生産者はこの間、様々な努力を続け、いわゆるブランド米の開発などにより市場の活性化を図ってきまし

たが決定的な需要回復には至っておらず、先行きの不透明さから離農や稲作からの転換を図る生産者も少なくありま

せん。 

こうした厳しい需要状況の中にも関わらず、中食や外食におけるコメの消費量は増加傾向にあります。特にコンビニエ

ンスストアの「おにぎり」は好調な動きが続いており、その利用はインバウンド層にまで広がりを見せています。「おにぎり」に

ついては食品取扱を拡大しているドラッグストアにおいても販売が増加傾向にあり、今後も取り扱い店舗数はさらに拡

大していく可能性が高く、新たな市場拡大となりそうです。 

コンビニエンスストアの中食・惣菜においては、米飯メニューはチャーハンやさまざまな丼ものでも需要拡大傾向にあり、

コメの消費においては市場の牽引役としての役割を大きく担っています。また、コンビニエンスストアやスーパーマーケットに

おいては米粉関連商品の投下も増加基調にあります。まだ需要面では目立つほどの売れ行きにはなっていないものの、

取り扱いアイテムの増加とともに着実に市場拡大してきています。 

外食においても和風ファストフードチェーンを中心にコロナ禍を明けて以降の動きは好調に推移しています。牛丼以外

でも天丼、海鮮丼などが軒並み好調な動きとなっており、インバウンドの増加によって、さらに利用は拡大していくことが

見込まれます。とんかつや天ぷらなど、主食をコメとする定食業態も利用は好調に推移しており、外食におけるコメの重

要性はますます高まっていくことが予想されます。 

内食においては炊飯器を買わない若年単身層など、市場転換の動きがみられますが、中食・外食においては幅広い
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年齢層の需要が獲得できているコメ関連商品は今後も様々な形で商品・メニューの多様化が進む可能性が高いでしょ

う。また、様々な食材原価が高騰している中で、コメの価格安定性は企業経営の側面からも利用価値の高い食材と

して注目が高まってきており、新たな丼メニューや定食・丼型の新業態出現につながる可能性もあります。 

コメは日本の農業の中心であり、食料自給の面でも重要な役割を果たしてきましたが、今後は様々な小売業態や

外食業態での取り扱いが拡大し、中食・外食の中心ポジションの役割を担っていくことになりそうです。 

 

2024 年 2 月の「産業天気予報」 

 

CCC マーケティング総合研究所が発信している情報 

●社会変容・生活様式などの変化を、生活者視点から捉えた意識調査 

●約 7,000 万人のデータをもとに、世代や地域の特性把握をした調査 

●オンラインセミナーによる調査内容の発信 

●小売 7 業界の生活者動向と見通しを月次発信する「産業動向レポート」「産業天気予報」 

CCC マーケティング総合研究所の概要 

名称：CCC マーケティング総合研究所（CCC マーケティング総研） 

URL：https://thinktank.cccbiz.jp 

設立：2020 年 7 月 21 日 

https://thinktank.cccbiz.jp/
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所長：新橋実 

生活者の消費データ、インサイトや心の変化、さらには社会環境や経済情勢などを踏まえ、生活者のみなさまの「ちょ

っといいな」を実現するために、2020 年に発足しました。我々は『生活者の皆さまと共に歩み、共に考えるシンクタン

ク』として生活者の意識把握に努め、その声をもとに「データ」×「クリエイティブ」×「コンサルティング」のチカラによって皆

さまの未来創造に伴走します。 

                                                                                           

本件に関するお問い合せ： 

【報道関係者からのお問い合わせ】 

CCCMKホールディングス株式会社 

広報：畠中 

 TEL：03-6800-4464 

 

【調査・CCCマーケティング総合研究所に関するお問い合わせ】 

CCCマーケティング総合研究所  

担当：奥田 

cccmk-souken@ccc.co.jp 

mailto:cccmk-souken@ccc.co.jp

